
ラオスで暮らす・・・・子ども図書館とともに
ラオス周辺に関わり25年
　皮切りは、SVA（シャンティ国際ボ
ランティア会）の活動に参加して、5
年間、タイの難民キャンプでモン族
（ラオスの山岳地帯に住む民族）の子
どもたちのための図書館を立ち上げ
る活動だった。その後、再びSVAのラ
オス図書館担当として2年ほど派遣
された。

モンの村に図書館を
　ラオスの山の村に暮らすモン族の
民話を記録しようと村に出入りする
うちに、2年間近く村に滞在すること
になった。私は建設作業が進む横で、
ゴザを敷いて子どもたちに絵本を見
せ、モン語でお話をしたりして、身を
持って「図書館とは何をするところ
か」を示しながら図書館づくりを手
伝った。

はじめての山村生活
　この時はじめて、山の村の生活を
長期に体験した。電気も水道もなく、
昼間、大人たちは畑仕事で山へ出
払ってしまう。子どもたちも水くみ
や薪とりなど家の仕事がある。私自
身は薪に火もつけられず、天秤棒も
うまくかつげず・・・自分の身一つで
はいかに何もできないかを思い知ら
された。不便この上ない生活である。
しかし、それだからこそ、小さな頃か
ら自分で何でもやることで身につく
力の大きさ、大切さを思い知った。

ラオス人と結婚
　さて、ずっとモン族一辺倒で、ラオ
スに関わってきた私であるが、3年ほ

ど前に、ラオス人と
知り合い結婚した。
現在、首都ヴィエン
チャンの町はずれ
に住んでいる。親
戚たちがみんなで
建ててくれた家に
住み始めたもの
の、結婚した当初
は、結構つらかっ
た。人が大勢出入
りして、にぎやか

なのが大好きなラオス人たちの中
で、私は、「いかにプライベートを守
るか」に必死になった。近所の子ども
たちが家を覗くのまでもが嫌だっ
た。「山の村では、私が他人の家に受
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け入れてもらい、他人と一緒に暮ら
してきたのに、どうして、自宅となる
とそれが嫌なのか？」と自分で思い
悩んだりもした。

子ども文庫を開設
　そこで、自宅横で子ども文庫を開
くことにした。夫が、茅葺屋根のあず
まやのような建物を作ってくれ、土
日にオープンしている。文庫を開く
日には、朝から子どもたちがやって
くる。この辺りは、どちらかというと
貧困層の子どもたちが多い。学校に
は行っているが、図書館には行った

ことのない子どもたちである。みん
な、あたかも「自分の場所」というよ
うな顔をしてやってくる。山の子ど
もたちは、水くみやら畑仕事やら、家
の仕事で結構忙しく、1日中図書館
にいる子は少なかったが、ここの子
どもたちは、本を読んだり絵を描い
たりと1日中べったり居座ってい
る。ただその分、大きな子どもたちが
中心になって、遠足に行ったりクリ
スマス会を開いたりして、活動の幅
も広くなってきた。閉館日でも、「き
よこ～、遊びに来たよ」と子どもたち
に呼ばれ、プライベートを守るどこ
ろではないが、地域の問題も少しず
つ我がこととして考えられるように
なってきた。

山にも町にも図書館
　山の村、町…違う環境で、それぞれ
の子どもたちに合った「居場所」「図
書館」となればいいと思う。今後は、
町の子どもたちと山の子どもたち、
そしてできれば、日本の子どもたち
も交えて何かができたらいいなと思
う。実際に知り合い、友だちになり、
一緒の時間を過ごし、他人事ではな
くなるところから、何かが始まると
思う。

（文・写真提供：安井清子）　
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　高校生の頃から映画を作る仕事をしたい
という強い夢を持ち、日本映画学校で学んだ
モンティンダンさん。卒業制作映画「エイン」
と映画への情熱、祖国ミャンマーへの思いを
語っていただきました。

7歳で来日されたときの様子は？
　以前から父が日本で仕事をしていたために、
日本とミャンマーで離れて生活していたので
父に会えることが嬉しかったです。
　茨城県で日本の公立の小学校に通い始めま
した。日本語が全く理解できなかったので私ひ
とりのために特別クラスを作ってもらい勉強
しましたが、とても嫌でした。ただ給食が美味
しくて大好きでした。特に肉じゃがやきんぴら
が…。
13歳で子役タレントを始めたきっかけは？
　来日当初、友達がすぐにはできなかったので、
よく図書館に通っていました。そこで日本の映
画やテレビを観ることができました。日本語も
それで随分上達したと思います。その流れで映
画に興味を持つようになり、自分からオーディ
ションを受けて映画に出演しました。野口健さ
ん（アルピニスト）の高校、大学時代を演じたこ
ともあります。とても楽しかったです。
映画監督になろうと思った動機は？
　高校生の頃からシナリオを書いていました
し、祖国ミャンマーを意識し始めていました。
自分にできることは何かと考えた時、文化的な
こと（映画を作ること）ではないかという思い
が強くなったのです。７歳の時から生活してい
る日本は故郷ですが、私にとっての祖国はミャ
ンマーですので、これからも祖国を意識して仕
事をしていきたいと思います。
これから撮りたい映画の構想は？
　高校生の時にミャンマーのバガン（注1）に行き
ました。そこで出会ったストリートチルドレン
の子ども達に感動したので、その子達のことを

　目標に向かい夢と希望をいっぱい
抱いている青年でした。
　そのモンティンダンさんも期
待する「日本映画大学」は、日本
で初の映画大学としてこの4
月からスタートします。
　(取材・編集ボランティア　
　　　　相沢明子・伊東　都)

◎日　時：2011年3月21日（月・祝）14:00～16:00
◎場　所：川崎市国際交流センター・レセプションルーム
◎定　員：100人（要申込、先着順）
◎参加費：無料
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E-mail kiankawasaki@kian.or.jp
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詳　　　細

いつか映画にしたいと思って
います。「エイン」もそうでした
が、子どもの視点や世界を通し
て何かメッセージを伝えられ
ないかなと考えております。
出演して欲しい役者さんは？
　光石　研さんです。
　今回の「エイン」にもご好意
で引き受けていただきました。
　光石さんは大変存在感のある
方で、現場でもアドバイスを頂くなど僕らに大
変親切にして頂きました。スタッフのモチベー
ションもあがり、その後の撮影へと繋がったん
だと思います。
今まで見て印象に残った映画は？
　「ライフ　イズ　ビューティフル」（注2）です。
主人公のような父親になりたいです。ユーモア
があって愛があって（笑）
日本の映画については？
　とても繊細で間を大切にする映画が凄いと
思います。
「日本映画大学」の開校に寄せる想いは？
　率直に嬉しいです。
　自主性を重んじていていろいろ自由に出来る
環境にあるため、これからは伝統的な映画手法
をやりつつも最新技術を学べる大学になると期
待しています。
　「日本映画大学」と名乗るくらいですから、日
本を代表する大学になってほしいです。前身の
映画学校で学べたことを誇りに思います。
「日本映画大学」で学ぶ後輩の方達に向けて
何か一言・・・。
　その瞬間に撮れるものに対し爆発させてほ
しいです。
　背伸びしたり、格好つけたりするのではなく
ありのままで撮ってほしいです。

NEWS!

映画「エイン」の上映会を開催します！
外国人の子どもが日本で生活することとは？　一緒に知ることから始めてみませんか？

注1：ミャンマーの中心部にある仏教遺跡群
注2：ロベルト・ベニー監督のイタリア映画

※エインとはミャンマー語で「家」という意味【映画による国際理解講座】 当日は、モンティンダン
監督の挨拶もあります。
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